リオデジャネイロ政治・経済（2014年６月）
１．政治（リオデジャネイロ州、ミナスジェライス州、エスピリトサント州）　
２．経済（石油・天然ガス・石油化学・バイオ燃料、鉱物資源、その他）
1． 政治

リオデジャネイロ州
本年１０月の州知事選における主要候補者（７／６現在）
	ＰＭＤＢ／ＰＰ／ＰＳＣ／ＰＴＢ／ＰＳＬ／ＰＰＳ／ＰＴＮ／ＤＥＭ／ＰＳＤＣ／ＰＲＴＢ／ＰＨＳ／ＰＭＮ／ＰＴＣ／ＰＲＰ／ＰＳＤＢ／ＰＥＮ／ＰＳＤ／Ｓｏｌｉｄａｒｉｅｄａｄｅ（合計１８）

	州知事選候補　　　：  ペザォン現州知事（ＰＭＤＢ）


副知事候補　　　　：  フランシスコ・ドルネレス上院議員（ＰＰ）
上院議員選候補　　：  セザル・マイア前リオ市長（ＤＥＭ）

	連立名称「リオ・ナンバー１（O RIO EM 1 LUGAR）」
（１）６月２３日に交わされた合意に基づき、セザル・マイア前リオ市長の所属するＤＥＭとルイス・フェルナンド・ペザォン州知事の所属するＰＭＤＢは連立を結んだ。セザル・マイア前リオ市長は元々、ＤＥＭ、ＰＳＤＢ、ＰＰＳの３党を代表し州知事候補として立候補する予定であったが、ＰＭＤＢとの連立合意が成立したことでマイア前リオ市長は州知事選への立候補を取り下げ、上院議員選（リオ州選出）への立候補に切り替えた。今後はペザォン州知事が州知事選候補、マイア前市長が上院選候補として、選挙協力を行う。また、これに伴い、ＤＥＭと協力関係にあるＰＳＤＢとＰＰＳの２党もまたペザォン州知事陣営に組み込まれることとなった。
（２）上院議員選に立候補する予定であったセルジオ・カブラル前リオ州知事（ＰＭＤＢ）はいずれの選挙にも立候補せず、ペザォン州知事の応援に専念する。
（３）ペザォン州知事の副知事候補は５月の時点でフェリペ・ペイショット・リオ州議会議員（ＰＤＴ）に内定していたが、その後、ＰＤＴはＰＭＤＢとの連立から外れることとなり、７月５日に党内の決定により、フランシスコ・ドルネレス上院議員（ＰＰ）へと変更された。
（４）ペザォン州知事は、個人的にはルセーフ大統領を支持する旨を強調しつつも、ネーヴェス上院議員やエヴェラルド・ペレイラＰＳＣ副党首など、ルセーフ大統領以外の大統領候補とも選挙キャンペーンにおいて連携する意向を示した。リオ州ではカブラル前州知事の下、ＰＴとＰＭＤＢがおよそ７年間の間連立関係を保ち協同して州運営を行ってきたが、本年の選挙においてＰＴがファリアス上院議員を州知事選候補として擁立し連立が解消されたことをきっかけに、州レベルでのＰＴとＰＭＤＢの関係は悪化していた。
（５）一方、エドゥアルド・パエス・リオ市長（ＰＭＤＢ）はマイア前市長をペザォン州知事の連立候補（上院議員）とするＰＭＤＢリオ支部の決定に不満を示した。大統領選挙においてルセーフ大統領のみを支持する旨表明している同市長は、ＤＥＭとの連立を決めネーヴェス上院議員との協力に傾く（ＤＥＭは今回の大統領選においてＰＳＤＢと連立を組む）ＰＭＤＢリオ支部と自身の立場は異なるとした上で、ＰＭＤＢ党内のルセーフ大統領支持派を結集し、同大統領に対する支援を行うとの意向を示した。


	ＰＴ／ＰＳＢ／ＰＶ／ＰＣｄｏＢ

	州知事選候補　　　：  リンジベルギ・ファリアス上院議員（ＰＴ）


副知事候補　　　　：  ロベルト・ヴァグネル・ロッコ（環境保護主義者、ＰＶ）
上院議員選候補　　：  ロマーリオ連邦下院議員（ＰＳＢ）

	連立名称「人民前線連合(COLIGACAO FRENTE POPULAR)」
（１）６月２０日に交わされた合意に基づき、ＰＴとＰＳＢは、リオ州において連立を結んだ。この連立に基づき、ＰＴの州知事選候補であるファリアス上院議員（ＰＴ）は元サッカー選手で、上院選候補であるロマーリオ連邦下院議員（ＰＳＢ）と選挙キャンペーンを共にする。リオ州におけるＰＴとＰＳＢの連立が成立したことにより、連立政党の所属議員の総数に比例して決まる政見放送の持ち時間は連立前よりも１分間増え、合計でおよそ５分となった。
（２）現ＰＴ政権に批判的なことで知られるロマーリオ連邦下院議員は、ＰＴファリアス上院議員との選挙協力につき、あくまでペザォン州知事によるＰＭＤＢ州政権に対抗するための左派勢力の結集である旨説明した上で、これにより自身の従来の主張が変わることはなく、ＰＳＢ党員として変わらずエドゥアルド・カンポス前ペルナンブコ州知事（ＰＳＢ）を支持するとともに、ルセーフ大統領（ＰＴ）政権に対する批判もこれまで通り続けていく旨強調した。また、６月２６日に行われたリオ州ＰＣｄｏＢの党大会においてロマーリオ連邦下院議員と共に壇上に上がったファリアス上院議員は、選挙協力の相手であるロマーリオ連邦下院議員と支持する大統領候補が異なるとしても、州レベルの選挙においては問題にならないとし、両者の結束をアピールした。


	ＰＲ／ＰＴｄｏＢ／ＰＲＯＳ

	州知事選候補　　　：  アントニー・ガロチーニョ連邦下院議員（ＰＲ）


副知事候補　　　　：  マルシオ・ガルシア・リオ市議会議員（兼リオ州軍消防隊少佐、ＰＲ）
上院議員選候補　　：  リリアン・サ連邦下院議員（ＰＲＯＳ）

	連立名称「共和・労働者連合(Alianca Republicana e Trabalhista)」

６月のＩｂｏｐｅによる世論調査で他の州知事候補を支持率で上回ったガロチーニョ連邦下院議員（ＰＲ）は２９日、それまで連立相手が未定であったＰＲＯＳとの連立合意を結んだ。ＰＲＯＳからは当初、上院選の候補者ロマーリオ連邦下院議員（ＰＳＢ）と連立する形で、ミロ・テイシェイラ連邦下院議員（ＰＲＯＳ）が州知事選に立候補する予定であったが、同議員の支持率低迷（６月の支持率調査で１％以下）を受け候補者を出すことを断念、ＰＳＢとの選挙協力もこれにより解消され、連立相手を失っていた。


	ＰＲＢ

	州知事選候補　　　：  マルセロ・クリヴェラ前漁業養殖大臣（ＰＲＢ）


副知事候補　　　　：  ジョゼ・アブレウ陸軍予備軍将軍（ＰＲＢ）
上院議員選候補　　： セバスチアォン・ネーヴェス（外交官、ＰＲＢ）

	マルセロ・クリヴェラ前漁業養殖大臣（ＰＲＢ）は他党との連立合意を得ることが出来ず、政見放送の持ち時間はおよそ１分半と、主要候補の中で一番短くなった。


リオ州知事選にはその他、タルシーゾ・モッタ（教師、ＰＳＯＬ）、デイゼ・オリヴェイラ（教師、ＰＳＴＵ）、ネイ・ヌネス（銀行家、ＰＣＢ）が立候補する。

ミナスジェライス州

本年１０月の州知事選主要候補者（７／６現在）
	ＰＳＤＢ／ＰＰ／ＤＥＭ／ＰＳＤ／ＰＴＢ／ＰＰＳ／ＰＶ／ＰＤＴ／ＰＲ／ＰＭＮ／ＰＳＣ／ＰＳＬ／ＰＴＣ／ＰＴＮ／Ｓｏｌｉｄａｒｉｅｄａｄｅ（合計１５）

	州知事選候補　　　：  ピメンタ・ダ・ヴェイガ元通信大臣（ＰＳＤＢ）
副知事候補　　　　：  ジニス・ピニェイロ上院議員（ＰＰ）
上院議員選候補　　：  アントニオ・アナスタジア前州知事 （ＰＳＤＢ）

	連立名称「全てはミナスのために（TODOS POR MINAS）」


	ＰＴ／ＰＭＤＢ／ＰＲＢ／Ｐｒｏｓ／ＰＣｄｏＢ

	州知事選候補　　　：  ピメンテル前開発商工大臣（ＰＴ）

副知事候補　　　　：  アントニオ・アンドラーデ連邦下院議員／元農務大臣（ＰＭＤＢ）

上院議員選候補　　： ジョズエ・アレンカール（企業家、ＰＭＤＢ、ジョゼ・アレンカール元副大統領の息子）

	連立名称「あなたのためのミナス（MINAS PRA VOCE）」


	ＰＳＢ／ＰＲＴＢ／ＰＰＬ

	州知事選候補　　　：  タルシジオ・デルガド上院議員（ＰＳＢ）
副知事候補　　　　：  シルヴィア・レイス（ＰＲＴＢ）
上院議員選候補　　： マルガリダ・ヴィエイラ（教師、ＰＳＢ）

	連立名称「ミナスの変革（MINAS QUER MUDANCA）」

ＰＳＢは当初、ミナス州知事選においてはＰＳＢがヴェイガ元通信大臣（ＰＳＤＢ）を支持する一方で、ペルナンブコ州知事選においてはＰＳＤＢがＰＳＢ候補を支持することで合意しており、ＰＳＢからの単独候補は据えない方針であった。ところが７月２日になり、カンポス元ペルナンブコ州知事（ＰＳＢ）はミナス州においてデルガド上院議員を州知事選候補に据える旨発表した。この決定にはネーヴェス上院議員の支持を表明しているマルシオ・ラセルダ・ベロ・オリゾンテ市長が不満を示している他、アポロ・エリンガー医師（ＰＳＢ-Ｒｅｄｅ）を州知事選候補に据えるよう要求していたＲｅｄｅ関係者からも不満を買った。


ミナスジェライス州知事選にはその他、トゥリオ・ロペス（教師、ＰＳＯＬ）、アンドレ・アルヴェス（弁護士、ＰＨＳ）、クレイデ・ドナリア（公務員、ＰＣＯ）エドゥアルド・フェレイラ（ＰＳＤＣ）、フィデリス（ＰＳＬ）が立候補する。
エスピリトサント州

本年１０月の州知事選主要候補者（７／６現在）
	ＰＳＢ／ＰＳＤＣ／ＰＳＬ／ＰＰ／ＰＲＴＢ／ＰＴｄｏＢ／ＰＰＳ／ＰＲ／ＰＳＣ／ＰＳＤ／ＰＴＣ／ＰＣｄｏＢ／ＰＶ／ＰＨＳ／ＰＴＮ／ＰＰＬ／ＰＭＮ／ＰＲＢ／ＰＴＢ（合計１９）

	州知事選候補　　　：  ジョゼ・レナト・カザグランデ現州知事（ＰＳＢ）

副知事候補　　　　： ファブリシオ・ガンジーニ市議会議員（ＰＰＳ）
上院議員選候補　　： ネウシマール・フラガ（企業家、ＰＶ）

	連立名称：エスピリトサントの前進（ＰＲＡ ＦＲＥＮＴＥ ＥＳＰＩＲＩＴＯ ＳＡＮＴＯ）


	ＰＭＤＢ／ＰＳＤＢ／ＤＥＭ／ＳＤ／ＰＥＮ／ＰＲＯＳ／ＰＲＰ

	州知事選候補　　　： パウロ・アルトゥンギ前州知事(ＰＭＤＢ)
副知事候補　　　　： セザル・コルナゴ連邦下院議員（ＰＳＤＢ）
上院議員選候補　　： ロゼ・デ・フレイタス連邦下院議員（ＰＭＤＢ）

	連立名称：「エスピリトサントの可能性（ＥＳＰＩＲＩＴＯ ＳＡＮＴＯ ＰＯＤＥ ＭＵＩＴＯ ＭＡＩＳ）」


	ＰＴ／ＰＤＴ

	州知事選候補　　　： ロベルト・カルロス州議会議員 (ＰＴ)
副知事候補　　　　： セリア・タヴァーレス（教師、ＰＴ）
上院議員選候補　　： ジョアン・コゼル（弁護士、ＰＴ）

	連立名称：「エスピリトサントの可能性（ＥＳＰＩＲＩＴＯ ＳＡＮＴＯ ＰＯＤＥ ＭＵＩＴＯ ＭＡＩＳ）」


エスピリトサント州知事選にはその他、カミラ・ヴァラダォン（ソーシャルワーカー、ＰＳＯＬ）、マウロ・リベイロ（公務員、ＰＣＢ）が立候補する。
２．経済

（１）経済一般
   特になし。
（２）石油・天然ガス・石油化学・バイオ燃料
天然ガスの供給量は今後急増する見込みであるものの、パイプラインの輸送能力拡張計画は皆無　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　2014/6/18

   ペトロブラスによると、プレサル油田の開発等により、国内の天然ガス供給量は、現在の日量1億1,800万㎥（内訳：国産は4,700万㎥、輸入液化天然ガスは4,100万㎥、ボリビア産は3,000万㎥）より、2030年にはその42%増の1億6,800万㎥（内訳：国産は106%増の9,700万㎥、輸入液化天然ガスとボリビア産の量は変化なし）となる見込みである。

また、国内の天然ガス消費量も、現在の日量1億500万㎥（内訳：火力発電が4,700万㎥、鉱工業・家庭が4,100万㎥、ペトロブラス及び肥料が1,600万㎥）より2030年には37%増の1億4,300万㎥（内訳：鉱工業・家庭が5,700万㎥、火力発電が5,000万㎥、ペトロブラス及び肥料が3,500万㎥）となる見込みである。

現在、国内の天然ガスパイプラインは全長9,000kmで、全てペトロブラス所有である。輸送能力は日量約1億㎥であるが、2030年の予想供給量は1億6,800万㎥であることから、天然ガスパイプラインの輸送能力を68%増加させる必要がある。しかしながら、ペトロブラスはそのようなインフラ投資を行うことを現事業計画の中では全く計画していない。また、民間企業も、政府が、規定を明確に定めていない他、天然ガスの価格と市場への供給量も決定しておらず、利益が出る見込みが立たないことから、そのような投資を行う予定はない。

ペトロブラスによると、同社は、海底ガス田で生産された天然ガスを、生産地から最寄の港湾へ輸送するため、2018年までに50億ドルを投資する予定である。この資金は2014～2018年事業計画内で既に確保されている。また、2030年までに、天然ガス陸上パイプライン網の拡張を行う予定はないものの、既存パイプラインを維持するために5.9億ドルを投下する予定である。ペトロブラスは、天然ガス配給会社や火力発電所等に対する供給増加分は、総供給量と配給地点の増加により問題なく行われるとしている。しかし、専門家は天然ガス陸上パイプライン網を今後大幅に拡張する必要性があると主張している。

政府、ペトロブラスと入札なしで総額150億レアルの契約を締結　　　　 　　　　　　　　　2014/6/25
   政府は2010年9月に700億ドルに上る大規模増資をペトロブラスに実施した際、推定埋蔵量50億バレル分のサントス沖プレサル油田鉱区4カ所をペトロブラスに有償譲渡（権利譲渡方式）した。しかし、その後、それらの鉱区の推定埋蔵量は50億バレルではなく、148～202億バレルであることが判明した。

24日、国のエネルギー政策決定の最高機関である国家エネルギー政策審議会（CNPE）は、ルセーフ大統領出席の下、この鉱区4カ所（現在、ペトロブラスが生産準備中）における追加分、98～152億バレルの開発・生産権を、政府が、入札を行うことなく、契約金額20億レアルの生産物分与方式でペトロブラスに与える内容の契約を同社と締結することを承認した。契約書内では、政府は、利益原油の一部前払いとして、130億レアルを分割で（2014年と2015年に各20億レアル、2016年に30億レアル、2017年と2018年に各40億レアル）、2021年に予定されている生産開始前に受領することも取り決められた。市場は、政府はペトロブラスに再び干渉し、同社を利用したとみなし、この契約締結を否定的に受け止めた。

政府・ペトロブラス間の総額150億レアルの契約締結については、同社経営審議会の承認を得ずに決定されたことが判明        　                                                                      2014/6/27
  これは、米ブルームバーグ社が明らかし、「オ・グローボ」紙も確認した。ペトロブラスの定款では、同社の経営陣が事前に経営審議会に諮ることなく、政府と契約を締結する可能性を認めているとのことであるが、多数のアナリストは透明性とガバナンスの欠如を批判した（他方で既に掘削の行われた地域であり、リスクは小さいと指摘するアナリストもいる。）。そして、石油業界団体であるブラジル石油・天然ガス・バイオ燃料研究所（IBP。本部リオ市）は、ブラジルへの新規投資を喚起するため、政府は今からでも入札を実施するべきであると主張している。同契約の締結について、大部分の経営審議会委員はペトロブラスの発表によって初めて知ったとのことであり、少数株主や同社従業員を代表する委員は反発を強めている。

（３）鉱物資源

   英アングロアメリカン社（世界第6位の鉱物採掘企業）、ミナス州の鉄鉱山と鉄鉱石パイプラインの操業を2014年末までに開始する意向　　　                                                     2014/6/9
 アングロアメリカン社は、ミナス州コンセイソン・ド・マットデントロ市（当館注：ベロ市の北東170km）における鉄鉱山及び同鉱山（当館注：2007年、MMX社から52億ドルで購入したもの）からリオ州サン・ジョアン・ダ・バハ市（当館注：リオ市の北東321km）のアスー港までの鉄鉱石パイプライン（全長は世界最長の525km）の建設を今月初め完了した。

ミナス・リオ・プロジェクトと名付けられた当計画の予算は当初30億ドルであったが、土地の収用、環境ライセンス取得の遅れなどから、88億ドルに膨れ上がっていた。同鉱山の鉄鉱石は鉄分が68%と非常に高く、良質である（当館注：ヴァーレの場合、平均で、カラジャス鉱山産が66%、ミナス州産が53%）。年間生産能力は2,650万トン（当館注：ヴァーレの2013年の鉄鉱石生産量は約3億トン）で、2016年に予定されているフル生産達成後は、毎年10～15億ドルの売上げが見込まれている。

鉄鉱石は、鉱山からまずトラックで選鉱工場へ運ばれ、塊が砕かれて粉鉱となる。その後、水と混ぜられ、ポンプによって、主に地下に設置された鉄鉱石パイプラインにより、ミナス州27市、リオ州5市の計32市を経由し、3日かけて運ばれる。1トン当たり輸送コストは、鉄道の10～15米ドルに対し、鉄鉱石パイプラインでは2米ドルと格段に低い。ただし、鉱山、選鉱工場、送電線、鉄鉱石パイプライン及び港湾の操業ライセンスがまだブラジル環境・再生可能天然資源院（IBAMA）と州政府から発行されていない。

同社には生産される鉄鉱石の全量を中国と中東へ輸出する契約書が既にある。生産コストは、競争力の強い競争相手である豪州企業（当館注：リオティントとBHPビリトンを指すと考えられる）に匹敵するほど低い、1トン当たり約35米ドルとなる見込みである。現在、中国経済の不振により、鉄鉱石国際価格は100米ドルを切っている。従って、当プロジェクトの生産が開始されれば、生産コストの高いヴァーレ等の状況は益々厳しくなると予想される。
ヴァーレ、モザンビーク・モアチゼ炭鉱開発プロジェクト・コンセッション契約について政府との交渉を開始　　                                                                                               　　2014/6/14
   交渉を開始した理由は、ヴァーレが、炭鉱（現在、年間1,100万トンの生産量を2015年末までに2,200万トンへ増産させる予定）、鉄道（ナカラ回廊。全長912km。操業開始は2014年末の予定。年間取扱能力は1,800万トン）、そして港湾の建設を含む同プロジェクトが完成に近づいた今になって、同国における石炭事業の競争力に疑問を持ち始めたためである。

背景としては、石炭価格が過去7年間で最低レベルにまで落ちていること（製鉄用原料炭の1トン当たり価格は、2011年の300米ドル強が今年6月13日時点では120米ドル）、ライバルで世界最大の石炭輸出国であるオーストラリアより生産コストが高いこと、そしてモザンビークは材料費が高く、立地条件も有利とはいえないことがあり、同社は現在、生産コスト全体の見直しを進めている。

同社は既に石炭事業の一部とナカラ回廊の半分を売却する意向を表明しており、今月末までに売却を実施したいとしてきた。売却先としては、石炭事業は石炭権益の獲得を希望する日本企業や中国企業、そしてナカラ回廊はリターンは非常に低いものの、リスクも少ないことから、ソブリンファンドが候補にあげられている。しかし、専門家によると、石炭市場とモザンビークにおける炭鉱生産の現況が逆風となって、資産の売却は困難になりつつある。同社は、モザンビークで利益を上げていない（例えば、2014年第1四半期は4,400万ドルの損失）ことから、生産コストを低減させ、操業を継続させることが出来るよう、同国政府及び港湾鉄道公社などの関係企業との交渉を開始した。政府に対しては、ロイヤルティー、所得税の他、石炭の生産に必要な火薬・ディーゼル油などの材料費や役務費にかかる税金の減税、また、港湾鉄道公社へは現在石炭の輸送に利用している鉄道の使用料の低減を要請している。
（４）鉄鋼
   特になし。
（５）その他

バハ・ダ・チジューカ湖及びジャカレパグア湖の浄化はリオ五輪実施前には完了しない見込み

2014/6/6
   パエス・リオ市長によると、予算6億7,400万レアルの浄化プロジェクト（湖の浚渫と環境の原状回復）は市民のためのものであり、五輪のためのものではないとのことである。資金はブラジル銀行とリオデジャネイロ州環境保存基金（FECAM）からの融資を利用して捻出する由である。

リオ市のＷ杯による経済効果は鉱工業と一部の商業で明暗　　　　　 　 　　　　　　　　　 2014/6/8
   Ｗ杯は、帽子、Ｔシャツ、土産物などが売れ、一部の商業には良いと思われる。しかし、全体的な経済効果について、大部分の企業家は、リオ市で試合が行われる日の休日化（6月18、25日の午後及び7月4日）によるマイナス面の方が、観光客の増加によるプラス面（予想出費額は10億レアル以上）より大きいと考えている。リオ市商店主協会(SINDILOJAS)によると、ブラジルの試合が行われる日の予想売上高は通常の30%に過ぎず、仮にブラジルが決勝まで進み、7試合を行えば、計19億レアルの損害が出るものと予想している。

以上
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